
	 	 平成 30年度	

名古屋市中区	

多⽂化共⽣推進課題解決ワークショップ	

＜報告書＞	

	

	
	

	

	

平成３１年３⽉	

NPO法⼈多⽂化共⽣リソースセンター東海	

	



2 

	 	



3 

⽬ 次	

	

１ 事業概要	

２ ワークショップ実施結果	

 第 1 回 外国⼈住⺠への⾏政サービスの向上について 

（１）概要 

（２）意⾒まとめ 

（３）参加者アンケート 

 第 2 回 ⽇本の制度・ルールについて 

（１）概要 

（２）意⾒まとめ 

（３）参加者アンケート 

 第 3 回 私たちが話したいこと・聞きたいこと 

（１）概要 

（２）意⾒まとめ 

（３）参加者アンケート 

 第 4 回 みんなで改善策を考えよう︕ 

（１）概要 

（２）意⾒まとめ 

（３）参加者アンケート 

３ まとめ	

４ 資料等	



4 

	

	 	



5 

１ 開催概要	

	

■⽬的   

中区は名古屋市で初めて外国⼈居住者の割合が 1 割を超えた。外国⼈とともに持続

可能な成⻑をするために、外国⼈が安定した暮らしを続けられる環境整備が必要で

ある。そのために、これまで取り組んできた多⽂化共⽣をさらに充実させ、地域で

多⽂化共⽣に取り組む⽇本⼈、外国⼈、⾏政が地域の課題を共有し、その解決策を

ともに考える場を設けることで協働を促し、地域課題をともに解決する事業の幅を

広げるため、ワークショップを開催する。 

 

■ワークショップの概要 

（１） 事業名︓多⽂化共⽣地域課題解決ワークショップ 

（２） ⽇ 時︓第 1 回 平成 31 年 1 ⽉ 21 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

        第 2 回 平成 31 年 2 ⽉ 13 ⽇（⽊）19:00〜20:45 

        第 3 回 平成 31 年  3 ⽉ 4 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

        第 4 回 平成 31 年 3 ⽉ 18 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

（３） 場 所︓中区役所 6 階 603 会議室 

（４） 対 象︓名古屋市内在住・在勤・在学の外国⼈住⺠ 

       ＊第 4 回のみ、中区地域及び関係機関等の⽇本⼈を含む 

（５）運 営︓NPO法⼈多⽂化共⽣リソースセンター東海	
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２ ワークショップ実施結果	

	

第 1 回 外国⼈住⺠への⾏政サービスの向上について 

（１）概要 

【⽇ 時】平成 31 年 1 ⽉ 21 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

【参加者】８か国、12 名 

【進 ⾏】 

メイン ⼟井 佳彦（NPO 法⼈多⽂化共⽣リソースセンター東海） 

サ ブ 佐藤 槙⼦（⼀般社団法⼈ cotonari） 

神⽥すみれ（愛知県⽴⼤学） 

⾼⽊ 祐⼦（多⽂化共⽣サポート Adagio） 

牧野佳奈⼦（⼀般社団法⼈ DiVE.tv） 

【Topics】①区政・区役所（⾏政・市役所）への関⼼ 

     ②外国⼈住⺠と職員のコミュニケーション 

     ③広報・情報発信 

 



7 

（２）意⾒まとめ 

Topic ① 区政・区役所（⾏政・市役所）への関⼼ 

◆区役所（広くは⾏政）に対するイメージ 

・来⽇当初のイメージは『かたかった』です。「何をしに来たの︖」と⾔われてい

るような感じでした。 

・（昭和区、名東区、中区と住んできましたが）昭和区役所は（外国⼈への）対応

がよかったです。 

・中国では、悪いことをしたら役所へ⾏くというイメージがあります。 

・来⽇当初から区役所でいろいろと教えてもらっているため、近い関係だと感じて

います。 

・来⽇当初は、⾃分⾃⾝の⽇本語能⼒不⾜や職員さんの英語能⼒不⾜のために苦労

しましたが、今は⾃分⾃⾝の⽇本語能⼒も向上し、最近は英語の能⼒の⾼い職員

さんも増えているため、（区役所での⼿続きが）楽になりました。 

・以前と⽐べると、お知らせが多⾔語でされるようになったため、問い合わせがし

やすくなりました。 

・東京は多⾔語案内されていることが多いと感じています。 

・以前は役所全体が⽇本⼈向けという感じがしていましたが、最近は外国⼈を意識

してくれていると感じます。 

・名前欄が⽇本⼈仕様になっていて名前が書ききれないことがあり、本⼈確認が必

要な際に証明できないことがあります。 

・役所は住⺠登録と保険の⼿続きをするところというイメージがあります。 

・区役所は⽤事がないと⾏かない場所です。 

・出⾝国では、⾏政が運営する『町内会』が地域にあり、住⺠登録は『町内会』で

⾏っていました。地域の情報も『町内会』で教えてもらえました。『町内会』は

近い感じがしていましたが⽇本の役所は遠い感じがします。 
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・例えば、⼦どもが⽣まれた際の⼿続きが区役所のみではなく⼊管や領事館でも必

要ですが、そのことを区役所では教えてくれません。（そのため、独⾃に⺟国語

で周囲に伝えています。）区役所で他の機関でも⼿続きが必要なことを案内して

ほしいです。 

・区役所では何をしてもらえるのかわかりません。 

・中区役所は、保健所と区役所が近いのが良いと感じています。 

・なぜマイナンバーが必要か等、わかるように説明してほしいです。⽇本語の案内

はわかりません。（外国⼈は⽇本⼈以上にマイナンバーが必要になる場⾯が多い

のに、マイナンバーが重要なものであることが外国⼈には伝わっていません。） 

・今は以前と⽐べて対応が良くなっていると感じています。通訳がいたり、インフ

ォメーションで案内してくれるためです。 

◆区政・区役所に関⼼を持ってもらうために 

・⼤事なことは＜Important＞のように英語にしたり、多⾔語にしてもらえると、

内容はわからなくても⼤事なものであることは理解できるので問合せができま

す。 

・タイトルだけでも多⾔語にしてもらえると助かります。 

・イラスト中⼼で、⾒てわかるものにしてもらえるといいと思います。 

・区役所が何をするところなのかを情報発信してほしいです。 

・区役所でできないことは外国⼈コミュニティに協⼒を呼び掛けてほしいです。合

わせて外国⼈コミュニティの⽀援もしてもらえると嬉しいです。 

・区役所内に、必要な⼿続きを順に教えてくれる⼈がいてほしいです。「住まい

（住⺠登録、⽔道、電気等）」「銀⾏（印鑑証明、住所の確認等）」など、それ

ぞれの⼿続きをするために必要なことをチェックリストにしたり、マップにした

りしてほしいです。 

・区役所のやっていることをもっとアピールしていくと良いと思います。 
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・区役所での待ち時間に、区役所のやっていることを映像で知らせると良いと思い

ます。 

・1 階のロビーを活⽤して、区役所のやっていることを知らせてはどうでしょう

か。 

・来⽇して最初に来るのは役所なので、役所でやっていること（イベント等）を⼀

年間のカレンダーにして配布してはどうでしょうか。 

・多⾔語でのウェルカム表⽰や国旗の掲⽰は歓迎されている感じがして嬉しいで

す。 

・カウンターのナンバーの下に、そのカウンターでやっている業務を多⾔語表記し

てほしいです。 

・機会を設けて外国⼈コミュニティを紹介する⽇を作ってもらえると区役所と協⼒

するきっかけにもなり、⽇本⼈にも外国のことをアピールできるし、外国⼈にも

出⾝国とつながるチャンスができて良いと思います。 

 

 



10 

Topic ② 外国⼈住⺠と職員のコミュニケーション 

・区役所の職員は親切で優しく必要なことを教えてくれると感じています。 

・分からないこと、知りたいことを聞けば親切に教えてくれますが、聞かないと教

えてくれません。 

・⽇本の役所は並ばなくて済みます。待ち時間が少ないので助かります。⼿続きに

よって窓⼝が決まっているので、整理されていて便利だと思います。その⼀⽅

で、担当の業務以外のことはやってくれませんし、教えてくれません。業務がマ

ニュアル化されており、柔軟な対応に⽋けていると思います。 

・職員にもっと知識をもってほしいです。例︓在留資格の更新のために、住⺠票を

取りに来た⼈がいたら、課税証明書も必要ですよ、と⼀⾔⾔ってくれれば何度も

⼀度の来所で済むのに、誰もそれを教えてくれないため、何度も来所しなければ

ならなかったり、⼿間が増えたりします。 

・外国⼈は情報弱者であるということを知ってほしいです。そして情報弱者への配

慮がほしいです。「これ、知っていますか︖」という⼀⾔がほしいです。 

・イベントのチラシは多⾔語化されていても、本当に必要な情報（税⾦や保険等）

は⼿に⼊らない。 

・職員同⼠のコミュニケーションを図ってほしいです。他の部署ではどんなトラブ

ルやクレームがあるのかを共有したり、連携ができるようにしてほしいです。⾃

分の担当窓⼝のことだけ対応するのではなく、来所する外国⼈住⺠に、必要な⼿

続きや流れの情報提供ができるようにしてほしいです。 

・⾏政⾔葉は難しくて理解するのが⼤変です。シンプルな分かりやすい⾔葉で話し

てほしいです。敬語を使うのを辞めてほしいです。 

・やさしい⽇本語を使ってほしいです。難しい⽂章を早⼝でいうのではなく、シン

プルな単語をゆっくり使ってくれれば、通訳がなくても理解できます。 

・相⼿の⽇本語レベルをみて、話をしてほしいです。⽇常会話はわかるのに、⾚ち

ゃんのような話し⽅をされると⾺⿅にされているような気持ちになります。 
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・コミュニケーションをとる相⼿が誰なのか、どんな⼈なのかを考えて話をした

り、対応をしてほしいです。例︓外国⼈向けの多⾔語パンフレットにも関わら

ず、「ご⾃由にお取り下さい」と⽇本語で書いてあります。 

・職員のみなさんに外国⼈コミュニティをもっと知ってほしいです。外国⼈コミュ

ニティとコミュニケーションをとってほしいです。そうすることで、外国⼈がど

んな⼿続きで区役所を訪れるのか、何に困っているのかがわかるようになり、そ

の結果窓⼝での⼿続きの時のコミュニケーションもスムーズになると思います。 

・書類の記⼊⾒本を多⾔語で⽤意してほしいです。そうすれば、職員や通訳の助け

を借りなくても⾃分で書くことができます。多⾔語の⾒本があれば、外国⼈住⺠

の負担も職員の負担も軽減されます。外国⼈住⺠が⾃分でできることは⾃分でで

きるような⼯夫をしてほしいと思います。 

・⼿続きにかかる時間や⼿順、⾏政の仕組み全体がみえないので、常に迷⼦になっ

ている感覚があります。そのため、イライラしてしまうこともあります。 

・窓⼝に⾏くと、「あ、外国⼈がきた」と嫌な顔をされることがあります。また、

何も話していないのに「通訳がいるのは＊＊曜⽇だから、その⽇に来てくださ

い」と⾔われることもあります。外国⼈は⽇本語を話すことができない、と決め

つけないでほしいです。⽇本語が話せるかどうかを確認してほしいですし、相⼿

に合わせた話し⽅（⽇本語レベルによって使う⾔葉を選ぶ）ができるコケーショ

ンスキルを持ってほしいです。 

・外国⼈の名前を職員個⼈の判断で適当に⽚仮名をつけるので、その都度登録され

る名前・印字される名前が異なってしまい困ります。その場しのぎの適当な対応

はやめてほしいです。 

 

  



12 

Topic ③ 広報・情報発信 

◆情報⼊⼿ 

・現在の情報⼊⼿は友⼈や先輩、NPO 等（知り合いや SNS）からが多いです。⾃分

が信頼できる⼈や団体からの情報⼊⼿が多く、役所からの情報を探すことはほと

んどしていません。 

・役所にあるチラシをみることはほとんどないです。区役所⾃体に⾏くことが、年

に１〜２回しかないので状差しを⾒ていません。 

・状差しの上部に「ご⾃由にお持ちください」と書いてあっても書いてあることが

わかりません。⽇本語だけで書いているので近づくこともしません。この部分だ

けでも多⾔語で書いてあると近づきやすくなると思います。 

◆情報発信 

・チラシやポスターの紙⾯は⽂字が多くて読む気にならないため、⼿にとることは

少ないです。⽂字を少なくしてイラストや写真などの視覚でわかるようにすると

興味がでるのではないかと思います。 

・⽩⿊のチラシは重要度が低く感じてしまいます。特に⾒てほしいお知らせほどカ

ラー印刷にして、写真やイラストで、⼀⽬で内容がわかるようにしてほしいで

す。 

・⽇本語でしか作られていないチラシや情報誌は⾔葉が難しくて読むのに時間がか

かります。内容がイメージできれば興味のあるものを⼿に取ってみることはあり

ますが、どこにどんな内容が書いてあるのかわかりません。 

・⽇本語しかないものには多⾔語版の QR コードを載せて情報発信をしてほしいで

す。タイトルが⽇本語だけであっても多⾔語で⼊⼿できるとわかれば活⽤しま

す。 

・紙媒体よりアプリでの情報発信をしてほしいです。 

◆区役所の対応 
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・転⼊時に配布させるウェルカムパッケージは⾒てないことが多いです。⼊ってい

る種類が多く、⼀つ⼀つの内容は⽂字が多いので、引っ越しの忙しいときに⾒て

いる時間がありません。 

・パッケージの中⾝すべてが転⼊時に必要なものかどうかわかりません。困ったこ

とが起きてから必要になる情報も多いので、そのまま紛失してしまいます。 

・⺟国語で翻訳したものであっても理解できない⼈もいます。（会話はできても読

み書きはできない⼈等） 

・困ったことが起きた時にどの課の窓⼝に⾏ったらよいのかわかりません。 

・⾃分の困りごとを⽇本語で説明する⾃信がないので役所に相談しに⾏こうと思え

ません。 

・通訳のいる⽇にあわせて⾏くことができません。 

・⾏政の仕事の中に外部（領事館や⼊管）との連携がないように思います。窓⼝対

応は⽇本⼈への対応と同じことしかしてくれません。外国⼈にしかない⼿続きを

教えてもらえないのは困ります。特に出産時の登録など、期限の決められている

ものを⼀括して教えてもらえないと後で⼤きな問題に発展してしまいます。 

・役所へ問い合わせに関して︓電話対応だけでなくスマホを使って対応してほしい

と思います。住所や電話番号を教えてくれるよりも Google Map 等で教えてくれ

たほうがわかりやすいし、すぐに対応できます。 

◆出産・⼦育て 

・保健師との⾯談や⾃宅への訪問の必要性がわかりません。初めて会った信頼でき

ない⼈にプライベートなことを話す気にはなれません。 

・⺟国の⼦育てと⽇本の⼦育てが違う場合に⼀⽅的に⽇本の⼦育ての話をされるの

は納得できません。それならば、同じ国からの先輩に聞いたほうが納得できる答

えがもらえます。 

・⼦育てサロンの参加者は⽇本⼈親⼦がほとんどなので⼊っていきにくいです。も

う少し外国⼈親⼦が多く参加していると⼊りやすいと思います。もしくは、外国

⼈親⼦のサロンを作ってください。 
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◆SNS 

・役所の情報を SNS にアップしてもらうには、教会や⾷料品店、コミュニティを探

してお願いするのがいいと思います。待っているだけでは連携することはできま

せん。キーパーソンを頼って職員も⼀緒に動いてコミュニティを探すことが⼤切

だと思います。 

 

 

 

以上 
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（３）参加者アンケート 

１ 第 3 回（３⽉４⽇）のワークショップで、話し合いたいテーマ 

・保育園の⼊所案内・⽅法 

・外国籍児童の就学 

・教育 

・外国⼈の⼦どもの教育 

・留学⽣の活動に対する区役所からのサポート 

・⽇本⼈コミュニティの構成 

・⽇本⼈コミュニティへの⼊り⽅、⽇本⼈コミュニティとの付き合い⽅ 

・外国⼈向けのイベント企画・開催 

・外国⼈もできるまちづくり 

 

２ ⾔えなかったこと、⾔い⾜りなかったこと 

・ロボットや AI 等を使って、市・区役所の古いイメージを変えることができるので

はないでしょうか。⾔葉の問題も解消できると思います。⽞関のところにロボッ

トを置いて⼿続きの案内をしてもらったらどうでしょう。 

 

３ その他（意⾒、質問等） 

・⽇本⼈住⺠の意⾒を聞きたいです。 

・私は区役所を信頼しています。よく電話で相談したりしています。家が近いの

で、困った時は来て聞いたりしています。 

 

以上 
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第２回 ⽇本の制度・ルールについて 

（１）概要 

【⽇ 時】平成 31 年 2 ⽉ 13 ⽇（⽊）19:00〜20:45 

【参加者】９か国、12 名 

【進 ⾏】 

メイン ⼟井 佳彦（NPO 法⼈多⽂化共⽣リソースセンター東海） 

サ ブ 神⽥すみれ（愛知県⽴⼤学） 

⾼⽊ 祐⼦（多⽂化共⽣サポート Adagio） 

⽥呂丸絵実（JP 国際コンサルタント） 

⻑尾 晴⾹（Viva おかざき︕︕） 

【Topics】①保険・年⾦などの⽇本の制度 

     ②⾃治会・町内会等の地域コミュニティ 

     ③交通ルール・公共マナー 
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（２）意⾒まとめ 

Topic ① 保険・年⾦などの⽇本の制度 

◆保険 

・健康保険はいい制度だと思います。以前は納得できなくて、お⾦を払いたくあり

ませんでした。でも、⼦どもが⽣まれて素晴らしい制度だとわかり、保険のお⾦

をきちんと払うようになりました。 

・保険の制度を知らないため、出産費⽤を⼼配して、本国にわざわざ帰国して出産

する⼈もいます。 

・保険の制度を知らないために病院に⾏くことを我慢して、本国から持ってきた薬

で対処する⼈もいます。 

・⽇本に初めてワーキングホリデーで来⽇したときは、本国で保険に加⼊してきた

のに、なぜまた⽇本でも加⼊しなければならないのか理解できませんでした。そ

の時は、きちんと説明してほしいと思いました。 

・介護保険については、施設の⼈が抜け道や便利な⽅法を教えてくれました。役所

の⼈はそういう情報は教えてくれません。 

◆医療・福祉 

・⼦どもを出産した後、区の⼈が⾃宅を訪問して、⾚ちゃんの体重を図ったり、⼦

育てのアドバイスをくれたりしたのは、とてもありがたかったです。いい制度だ

と思いました。 

・⽇本で妊娠、出産したとき、医師、看護師や保健師の⼈たちがとても親切にいろ

いろ教えてくれました。その時に⽇本の保育園の制度についても教えてもらいま

した。交流会の存在も教えてもらって参加しました。 

・⽇本では⼤きな病院へ⾏くと、初診料として 5,000 円かかります。来⽇してすぐ

のころはそれを知らなくて、⾦額が⾼くてびっくりしました。まずクリニックを

受診して紹介状をもらってから⼤きな病院へ⾏くということを知っている⼈は少

ないです。 



18 

・病院を受診する際に、⾃分のわかる⾔語ができる医師を探す⼈がたくさんいま

す。そのような情報は、なかなか⼿に⼊りません。 

・⽣活保護は区役所の⼈が⼿続きをやってくれて、本当に助けられました。 

◆税⾦ 

・税⾦については、⽇本の学校や会社に所属していれば⼤丈夫でしたが、起業して

からは制度がとても複雑だと思うようになりました。特に確定申告等、申請しな

いと余分に払った税⾦は返してもらえませんが、そのようなことは⽇本⼈の知⼈

が教えてくれるまで知りませんでした。後からわかっても、もう⼿遅れになる事

もあります。税⾦についてまとまった情報が⼿に⼊りやすくしてほしいです。 

・年⾦についての情報を⼿に⼊れることができません。年⾦、税⾦、保険の制度を

もっとわかりやすくしてほしいです。 

・外国⼈は、制度の情報は facebook グループや WeChat （中国）で得ることが多

いです。知ってほしい情報はインターネットに載せてほしいです。 

・年⾦については説明してくれる⼈がいなくて、今でも納得できないです。⾦額も

⾼いと感じます。 

・年⾦も制度や使い⽅がわかればもっと納得できると思います。 

・税⾦の制度は全然わかりません。もっと情報がほしいです。 

◆その他（全体を通じて） 

・これを読むと便利ですよ、これは⼤事な情報ですよ、ということがわかるように

してほしいです。紙や封筒を⾒ただけで、⼤事な情報かどうかの判断ができる外

国⼈は多くはありません。何が⼤事な情報か、知る必要がある情報かどうかを知

りたいです。 

・制度が存在する、ということがわからないので、質問してくださいと⾔われても

何を質問すればいいのかがわかりません。 
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Topic ② ⾃治会・町内会等の地域コミュニティ 

＊実態︓参加者９名中、５名が⾃治会・町内会に加⼊している 

◆加⼊者の意⾒ 

・町内会費は払っているが、町内会が実施する⾏事に参加したことはありません。

理由は仕事で忙しかったり単⾝だったりすると参加しにくいです。 

・ママ友など、⼈間関係が⾯倒で⼤変です。 

・以前住んでいたところでは、町内会に加⼊したこともなければ、町内会の存在す

ら知りませんでした。今のところに引っ越しをして、町内会⻑から声をかけて教

えてくれたので加⼊できました。 

・⼦どもがいるので、加⼊しやすいです。しかし、単⾝の⼈は地域とのつながりが

なかなかないので、加⼊したくてもどう加⼊してよいかわからない⼈もいるので

はと思います。 

・外国⼈だからか、⾃分のところに回覧板が回って来ず悲しかったです。 

・在⽇コリアンのコミュニティからなる町内会のような⾃助組織があります。ここ

では、先⼈たちが外国⼈として⽇本での⽣活に慣れていくための⽅法や、困った

ときに頼れる場所など⻑年培われてきた⽣活の知恵のようなものが共有できる

し、交流もできます。これまでは地元の⽇本⼈との交流がなく、変な⽬で⾒られ

ることもあったので、最近の試みとして、ごみ拾い活動をするようになり、近所

の⼈から声をかけてもらえるようになりました。⾃分たちからアプローチをかけ

ることにより、相⼿⽅も気軽に声掛けしてもらうようになりました。 

・町内会のよいところは、いろいろな⼈をコミュニケーションがとれる機会がある

ことだと思います。 

・普段ほとんど会わない⼈と交流ができます。 

・町がいつもきれいです。 

・地域で⼦どもの⾒守りをしてくれるので、安⼼です。 
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◆未加⼊者の意⾒ 

・町内会の⼈が声をかけてくれないので、⼊りにくいです。 

・町内会の⼈⾃⾝が楽しそうには⾒えないし、モチベーションが低そうなので、魅

⼒を感じません。 

・中国では、⽇本の町内会がすることは⾏政がやっているので、なぜ住⺠がやるの

か理解ができません。税⾦を払っているし、本来⾏政がしなければならない仕事

を住⺠がすることにメリットを感じられません。 

・⾃分から進んで加⼊しようとは思いませんが、⼦どもがいたらたぶん加⼊すると

思います。 

・単⾝の⾃分にとっては、加⼊するメリットがないと思います。 

・町内会の役がまわってきても、仕事や⾔葉の⾯でできないと思います。 

・町内会から気軽に声をかけてもらえると嬉しいです。 

・⾔葉がわからないので、笑顔で声をかけてほしいです。 

・地域とのつながりはありませんが、近所の⼈の声掛けで、餅つきのイベントに参

加させてもらえてうれしかったです。 

・⼦どもが区域外通学をしているので、地域の⼈とつながりがありません。 

・何かあったときや問題が起きたときだれに相談してよいかわかりません。 

・⼀年以内に引っ越しをするので、加⼊していません。 

・いずれ帰国をするので地域に溶け込もうと思わない⼈もいると思います。 

◆全体意⾒ 

・せっかく町内会の加⼊箱（加⼊申込⽤紙を⼊れる箱）があっても、⽇本語で書い

てあるので⽇本語が不⾃由な外国⼈にはわかりません。 

・町内会活動の中⾝がよくわかりません。 

・町内会活動に具体的なメリットを感じません。 
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・町内会費が地域や居住形態によってまちまちで、会費も町内会の裁量で決まるこ

とが多く不明確だと思います。そこに合理的な説明がないと、外国⼈は納得でき

ない⼈が多いです。 

・外国⼈コミュニティの中でも、世代間（オールドカマーとニューカマー間）の交

流がなかなかできていません。⽇本滞在の⽬的が違うので交流が難しいです。⽇

本⼈も同じではないでしょうか。 
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Topic ③ 交通ルール・公共マナー 

◆交通ルール 

・⽇本は他の国より⾃転⾞をよく使っているという印象がありますが、その割には

⾃転⾞⽤のパーキング（＝駐輪場）が少ないと思います。名古屋は⼟地が少なく

てパーキングを作ることができないと⾔われますが、他地域からみると決して⼟

地が少ないとはいえません。 

・初めは、⾃転⾞⽤のパーキングがあることを知りませんでした。 

・放置⾃転⾞の札が付けられていても何が書いてあるのかわかりません。札に書い

てある⽂字が多すぎて読む気になりません。 

・撤去された⾃転⾞はどこにいってしまうのでしょうか（港区の決められた場所に

集められることを知りませんでした） 

・どうしたら撤去された⾃転⾞を返してもらえるのかわかりません。 

・⾃転⾞のルールは来⽇したときに⽇本語学校で少し教えてもらうだけで、実際に

使うときには説明がありません。 

・⾃転⾞保険の TS マークについて知りませんでした。 

・名古屋駅周辺に駐輪してある⾃転⾞には、TS マークのない⾃転⾞がたくさんあり

ます。駐輪場以外のところに置いてある⾃転⾞を取り締まるなら、駐輪場に置い

てある TS マークや登録に不備のある⾃転⾞も取り締まるべきだと思います。 

・海外には⾃転⾞登録システムがないので、TS マークの必要性がわかりません。 

・⾃転⾞レーンがない道路があります。⾃転⾞レーンがあっても道路状況が悪かっ

たり歩⾏者との距離が近すぎたりと⾛りにくいところが多いです。 

・お⾦をかけずに地球にやさしいから⾃転⾞を使おうと考えるのですが、⽇本は⾃

転⾞を持つことにお⾦がかかりすぎます。 

◆公共マナー 

・公共の場で出たゴミは、コンビニのゴミ箱に捨てるか持ち帰ります。 
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・タバコの吸い殻は⼩さなゴミなので、悪気があってポイ捨てするわけではなく、

捨てることを何とも思わない⼈が多いのだと思います。 

・タバコのポイ捨ては、外国⼈だけでなく⽇本⼈も多いと思います。 

・⻭ブラシや傘など分別のわからないものがたくさんあります。 

・分別のお知らせがあるのは知っていても細かすぎて読む気になりません。 

・分別は⽇本⼈でもわかりにくいのではないでしょうか。⽇本⼈に聞いてもはっき

りと答えてもらえない物があります。 

・ペットボトルはプラスチックごみでいいと思っていました。キャップやラベルが

ついていて回収してもらえないことがありましたが、何がいけないのかわかりま

せんでした。 

・回収してもらえない理由をどこに聞けばいいのかわかりません。 

・⼀つひとつ、明確に書いてあれば分別できます。 

・ネパールではゴミの分別がないので、分け⽅がよくわかりません。 

・台湾は毎⽇ゴミの回収があり、ゴミ出しが朝のコミュニケーションの場になって

います。 

・分別しても最後は全て燃やすことになっていると聞きました。それが本当なら分

別する意味はないと思います。時間も⼈件費も無駄ではないでしょうか。 

・ゴミ袋の値段が⾼すぎます。 

・少しのゴミでも⼤きな袋に⼊れて出さなければいけないので、もったいないと思

います。 

・きちんとリサイクルしているのであれば、罰則規定を設けて分別させればいいの

ではないでしょうか。 

・夜、ゴミを出したら迷惑になるのはわかります。しかし、夜中まで仕事をして帰

ってくると朝早いゴミ出しの時間に起きられません。 

・ゴミを⼊れておくコンテナを設置してほしいです。 
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・道を挟んで向こうとこちらでゴミを出す⽇が違うと迷ってしまします。 

・Web でゴミ出し⽇がわかるシステムがあると便利です。 

・捨てる曜⽇はわかるのですが、場所がわかりません。 

・“ルールがわからない”というより“⾯倒だからルールを守りたくない”という思い

が強いのではないでしょうか。 

・資源ごみの当番のとき、どうしても出られない理由があって休んだら、周りの⼈

の態度が急に冷たくなりました。そこまでのゴミ当番の重要性がわかりません。

ゴミ当番もそうですが、防災訓練、災害時の安否確認カード等の地域とのつなが

りの重要性も外国⼈にはよくわかりません。 

 

 

 

以上 
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（３）参加者アンケート 

１ 第 3 回（３⽉４⽇）のワークショップで、話し合いたいテーマ 

・妊娠・出産・⼦育てをするなかで困ったこと 

・⽇本に来ていちばん困ったこと 

・⽇本のニュースを⾒ているか︖ 

・どうすれば⽇本⼈と仲良くできるのか︖ 

・⽇本の労働慣⾏ 

・外国⼈は地域のイベントに参加したいか︖ 

・名古屋は住みやすいか︖ 

・⾚ちゃん訪問 

・町内会 

・（外国⼈と）ホスト社会との融合 

・外国⼈に対するイメージの改善（偏⾒やステレオタイプからの脱却） 

 

２ ⾔えなかったこと、⾔い⾜りなかったこと 

・税⾦や制度をどうすれば説明できるのか 

・⽇本⼈は外国⼈を受け⼊れることについて、どう思っているのか︖ 

・⽇本の税制は⽇本⼈でもわかりにくいと思う 

 

３ その他（意⾒、質問等） 

・地域のコミュニティに⼊りたいと思いました。 

・⼤満⾜です。次回もよろしくお願いします。 
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・私の⼦どもは⽇本で⽣まれましたが、４か⽉になった時に国に連れて帰ったの

で、来年また⽇本に連れて来たいと思っていますが、⽇本の⼦どもたちと同じ制

度を受けられますか︖ 

・もう少し⽇本⼈コミュニティと直接話してはどうか。外国⼈だけの討論ではな

く、町内会等⽇本⼈コミュニティとの討論を。 

 

 

 

以上 
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第３回 私たちが話したいこと・聞きたいこと 

（１）概要 

【⽇ 時】平成 31 年 3 ⽉ 4 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

【参加者】11 か国、18 名 

【進 ⾏】 

メイン ⼟井 佳彦（NPO 法⼈多⽂化共⽣リソースセンター東海） 

サ ブ 神⽥すみれ（愛知県⽴⼤学） 

⾼⽊ 祐⼦（多⽂化共⽣サポート Adagio） 

⽥呂丸絵実（JP 国際コンサルタント） 

市野 将⾏（グローカル 名古屋） 

【Topics】①住⺠間の相互理解 

     ②⼦育て 

     ③外国⼈コミュニティと区役所の連携 

     ④⽇本語学習 

 

  



28 

（２）意⾒まとめ 

Topic ① 住⺠間の相互理解 

・⽇本の⽂化を学びたいと思っても、どこに⾏ったらいいのかわかりません。町内

会の⼈に和太⿎を習いたいと⾔ったけどダメでした。 

・夏祭りで浴⾐を着せてもらうことがあってもその⽇だけで終わります。 

・夏は⽂化を知れるイベントがたくさんあるのがいいです。栄の公園では外国のイ

ベントもやっているので、私も⾏くのが好きです。 

・⽇本⼈の中には外国⼈は挨拶しないと⾔う⼈もいますが、外国⼈が⽇本⼈に挨拶

しても返さない⼈もいるし、冷たい⽬で⾒られることもあります。 

・仕事中におしゃべりをしたりしながら、もっと相⼿のことを知ったりして関係を

作っていきたいけど、⽇本⼈は挨拶だけしておしゃべりをしないで仕事に集中し

ているのでできません。みんなそんなに忙しいのか、フレンドリーじゃないの

か、私のことがきらいなのかと不安になります。 

・相互理解が必要なのは、⽇本だけでなくイギリスも同じです。 

・⽇本⼈とイギリス⼈の間だけではなく、同じ⾔語を話すイギリス⼈とアメリカ⼈

の間でも相互理解ができない時もあります。⽂化の違いはおもしろいです。 

・ジェスチャーひとつでも⽂化によって違いがあるので難しいです。お辞儀は外国

にはない⽂化で、イギリスではお辞儀をする相⼿は⼥王だけなので、お辞儀をさ

れるのは恥ずかしい気持ちになります。 

・相⼿の顔を⾒て話したり、できるだけ相⼿の名前を呼んだりしながら、まずはそ

こから始めるのがいいと思います。 

・相⼿がこうだという思い込みがあるとクローズされてしまいます。どういう意味

か理解しようとしないといけません。どちらもお互いに受け⽌める必要がありま

す。⽇本は⽇本だからとか、⽇本のことはわからないということでなくて、お互

いにオープンにしないといけません。 

・相互理解できることは理想です。まず⾃分からオープンになることです。 
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・⽂化を紹介したりするイベントを企画していますがどう情報公開したらいいか

元々つながりがない⼈に広めるためにはどうしたらいいか悩みます。 

・理解したつもりでいるのと、本当に理解するのは違います。 

・外国⼈は⼤きな声で話したりパーティーをしたりすると⾔って、外国の⽂化を受

け⼊れられない⼈もいます。 

・どうしたら⽇本⼈も受け⽌められるようになるのか、社会に定着しないと相互理

解は難しいです。 

・同じ国の中にも性格が違う⼈もいます。よく喋る⼈もいれば喋らない⼈もいま

す。 

・どれだけ相⼿のことを許容できるかです。 

・今はインターネットで便利になったから、昔のようになんでも誰かに頼らないと

できないということはなくなりました。 

・コミュニティセンターを外国⼈にも貸してくれるのか聞きに⾏くのは不安だし、

⽇本⼈の管理⼈さんも外国⼈に貸してちゃんと使ってくれるのか不安だし、お互

いに不安や⼼配がありそうです。 

・今回の会のようなコミュニケーションの場はいいことだと思います。 

・役所の中で（意⾒交換会を）やるメリットは⼤きいです。役所や学校を借りられ

るようになるといいです。 

・いつも今⽇のような議論をするのは⼤変なので、囲碁、将棋、チェスや⿇雀など

⼀緒にゲームをできる機会を作るのがいいと思います。国によってルールが違う

こともありますが、その違いもコミュニケーションになります。⼀緒に交流する

中で理解するようになり、不安や⼼配がなくなっていくと思います。 

・外国⼈も最初に住⺠登録が必要なので、必ず⼀回は役所に来ます。その時に（イ

ベント等交流機会を）案内してもらうことができるといいです。 
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Topic ② ⼦育て 

◆出産・乳幼児 

・⼦育ての動画は役に⽴ちます。⽇本語しかなくても動画でイメージできるのでと

てもいいです。そこから⽇本語を理解しようとします。 

・⼦育ての習慣は国によっていろいろあります。⽇本の習慣を押し付けられても、

それが必ず正しいとは思うことができません。 

・⽇本の⼦育てが（⺟国のものと違って）信⽤できないので、国に帰って出産して

⾃分だけ⽇本に戻って来て、⼦どもは祖⽗⺟に育ててもらうという⼈もいます。 

◆保育園・⼩中学校 

・保育園の連絡帳に⾃分の伝えたいことが書けませんでした。 

・保育園や学校のお便りの内容がわかりませんでした。お便りを持って先⽣に聞き

に⾏ったり、電話したりしていました。 

・⽇本の保育園や学校は、準備するものが多くて⼤変でした。 

・両親ともに外国⼈の場合、保育園や学校で⽤意するもののイメージがつかず何を

⽤意していいのかわかりません。例えば、⼿提げ袋といっても種類がいろいろあ

ってどんな⼿提げ袋なのかわからないのです。 

・親と先⽣、⼦ども同⼠、どちらもコミュニケーションがとれるのかが不安で、保

育園に⼊れようかやめようかと考えてしまいます。 

・⽇本語がわからなくても区役所に相談できるということを知らず、保育園や学校

のシステムがわからないまま過ごしている⼈もいます。 

・⼦ども同⼠のけんかの対処など、⾃国と違うことを⽇本の⽂化だけで話が進めら

れることが多く、親も⼦供も混乱してしまいます。 

・（外国⼈の）お⺟さんは⽇本語がわからないので、学校の懇談会のときは（⽇本

⼈の）お⽗さんに仕事を休んで参加してもらっていました。 

・懇談会の時の先⽣の話は敬語なので 30%程しか理解できませんでした。 
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・学校内で宗教的な配慮がないので困ります。 

・学⼒で学年が決まる国から来⽇すると年齢で学年が決まるシステムが理解できま

せん。 

・⽇本の教育制度がわかりません。 

◆受験・⾼校 

・⾼校受験の制度は難しくて理解できません。 

・なぜ⾃分の受験したい⾼校を受験できないのかがわかりません。 

・⼩中学校は多⾔語対応してくれるのに、⾼校では対応ができていないと思いま

す。 

◆その他 

・⽇本はマナーに厳しいと思います。⼦どもは動き回ることが普通だと思うのです

が、おとなしくさせなければいけないという考えがわかりません。 

・⼦どもにどれくらい⽇本のしつけをしたらいいのかわかりません。 

・外出したときなど、マナーに対する周りの⽬が気になって外出する気がなくなり

ます。 

・⼦どもが病気のとき、病院の先⽣の⾔っていることがわからず、何を⾔われても

「はい」としか返事ができませんでした。とにかく薬をもらってきて飲ませてい

ました。 

・親が⽇本語ができるかどうかが、いちばんの問題だと思います。⼦どもがいると

⽇本語教室に⾏くことができません。ますます孤独になってしまいます。 

・「⽇本語教室＝コミュニティ」だと思います。⼩さな⼦どもがいてもそのコミュ

ニティに⼊っていける環境がほしいです。 

・婚姻届をするときに、⺟親になる前の勉強ができるといいと思います。 



32 

・外国⼈対応ができている市町との情報の共有はできているのでしょうか。できて

いる市町の情報を、できていない市町に知らせて対応できるようにしてほしいと

思います。 
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Topic ③ 外国⼈コミュニティと区役所の連携 

◆中区にあるコミュニティ 

・フィリピン⼈コミュニティがあります。 

・港区には NPO まなびや@KYUBAN という団体があり、⽇本⼈の代表を中⼼にい

ろいろな国籍の⽅が集まっています。代表が⽇本⼈なので、⼒があるし、正確な

情報が伝わります。 

・コミュニティに⼊りたいですが、どこにあって、どう⼊ってよいかがわかりませ

ん。 

・⾃分は外国⼈ですが、⽇本にはいろいろな外国⼈がいて、いろいろな⽂化に触れ

ることができるので、⼦どもにも異⽂化に触れてもらいたいと思っています。 

◆その他のコミュニティ 

・ネパールの⽂化を⽇本⼈に紹介するコミュニティがあります。 

・国籍ではなく、フランス語という⾔語を通じて facebook 上のコミュニティがあ

ります。そこにはフランス⼈、アフリカ⼈、カナダ⼈や⽇本⼈がいます。みんな

いろいろな情報を交換し合う場になっています。 

・ネパールやフィリピンなどは 100 以上の⺠族があり、⾔葉も違うことがあるの

で、⼀つのコミュニティにはまとまりません。 

・いろいろな外国⼈コミュニティがあることを初めて知りました。 

◆コミュニティの特徴や違い 

・「外国⼈」という括りではなく、いろいろなコミュニティがあって、⼦育てや猫

好きの⼈が情報交換をするものがあります。 

・いろいろなタイプのコミュニティがあるのは、よいことだと思います。 

・外国⼈はなかなかアパート等を契約することができません。断られることが多い

ので、⾃然と⼊居しやすいところに集まります。そのような場所はたいてい、⽼

⼈と外国⼈が集まることが多いです。 
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・外国⼈コミュニティはたくさんありますが、交流や連携をすることは難しいで、

チャレンジしてみたいと思います。 

◆「外国⼈コミュニティ」と「外国⼈⽀援コミュニティ」の違い 

・外国⼈コミュニティは、どちらかと⾔えば安⼼感を求める⼈の集まりが多いで

す。同胞の⼈と交流や情報交換をすることにより、⽇常の不安を解消する場にな

っています。 

・外国⼈⽀援コミュニティについては、よいところがたくさんある⼀⽅で、利⽤し

にくいものや、アクセスしにくいところもあります。 

◆外国⼈コミュニティが⾏政に求めること（連携等） 

・外国⼈は⺟語での情報をとても信⽤するので、多⾔語での情報を積極的に出して

ほしいと思います。 

・外国⼈コミュニティは、⽇本の制度やルールを知らなかったり、知っている情報

が限られていたりするので、⽇本⼈が外国⼈コミュニティに積極的に⼊ってくれ

るといいと思います。 

・⽇本⼈が外国⼈コミュニティに⼊るのは、とても勇気がいるし、⽇本⼈が⼊るこ

とによって（⾃分たちのスペースが）脅かされると感じる⼈もいるので、キーパ

ーソンとなるような⼈たちに正しい情報を伝えるといいと思います。 

・（公財）名古屋国際センター（NIC）など、外国⼈対応に特化・経験のある団体

との連携が⼤事だと思います。NIC のノウハウを⾏政の⼈にも学んでほしいで

す。 

・つながることも⼤事ですが、どこにつなげてあげればよいかを把握しておいてほ

しいと思います。 

 

◆その他 

・⽇本での⽣活に困っていないので、あえてコミュニティに属していないし考え⽅

が違うので、同じ国籍であっても関わりたくないと思っています。 
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・外国⼈みんながコミュニティと繋がっていると思ってはいけません。いち⽣活者

として、⽇本⼈とのお付き合いを好む⼈もいます。 

・外国⼈コミュニティだけではなく、⼦育てのコミュニティについての情報がほし

いです。 
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Topic ④ ⽇本語学習 

・⼦どもの⽇本語教室や⼦育て中の⺟親の⽇本語教室はありますが、働いているお

⽗さんのための⽇本語教室があったらいいなと思います。私の⽗親は、昼間は仕

事で忙しく、⽇本語を学ぶ機会がありませんでした。平⽇の昼間に働いている⼈

のための⽇本語教室が必要だと思います。 

・地域の⽇本語教室はボランティアがあたりまえになっていますが、もうそのよう

な時代ではありません。ボランティアする⼈たちも、ストレスがたまったり、嫌

になってやめてしまったりしますし、⽇本語を学ぶうえでも効率が悪いと思いま

す。 

・ボランティア⽇本語教室では外国⼈のニーズに応えることはできません。 

・⾏政や企業はもっと⽇本語学習・教育に予算をつけるべきだと思います。 

・先⽇、名古屋市が⽇本語学習について話をしていましたが、ボランティアによる

⽇本語教育が前提で話されていました。とても恥ずかしいことだと思います。 

・⽇本語教師は専⾨知識を必要とする専⾨職です。なぜ無償で働かなくてはならな

いのですか。もっと専⾨職であることを社会的に認めるべきです。 

・学⽣や定年退職したボランティアは、流動的で定着しません。数年でやめていき

ます。 

・⺟語と⽇本語習得⽅法は密接に関係しているので、⼤学で外国語を専攻していた

社会⼈がボランティアとして、専攻していた語学を⺟語とする⼈の⽇本語学習⽀

援に携わることは有効だと思います。 

・⽇本語学習の対象者によって、ニーズも異なり、提供⽅法も⼯夫する必要があり

ます。例えば、⼦どもであれば⽇本語教師が学校へ出向いて⽇本語学習の場を開

催し、⼦育て中の主婦であれば平⽇の昼間に、平⽇の昼間働いている⼈であれば

⼣⽅から夜の時間帯に、というような⼯夫をすることが⼤切です。 

・ボランティアかプロかという問題は、学習者のニーズによると思います。友達を

作りたい⼈であればボランティアでも⼤丈夫ですが、JLPT の N３に合格したい⼈

にはプロが教える必要があります。 
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・役所には、企業からお⾦を集めて⽇本語学習に使えるような仕組みを作ってほし

いです。 

・⽇本語学習者から受講料をもらうことも⼤切だと思います。きちんと⽇本語を学

びたい⼈がお⾦を払ってプロの⽇本語教師に教えてもらえる教室はなかなかあり

ません。留学⽣が通う⽇本語学校はたくさんありますが、「⽣活者としての外国

⼈」が学べる学校がありません。 

・⽇本語教師は増えています。⽇本語を教えたい⼈はたくさんいます。区役所が場

所や教材の提供をしてくれたらとてもいいと思います。 

・昼間は⽇本語教師として仕事をしている⼈が、夜はボランティアとして教えるこ

とができる場があってもいいと思います。⽇本語教育のプロボノが活躍できる仕

組みを作ってほしいです。 

・地域にある⽇本語教室の情報がなかなか⼿に⼊りません。役所で何かの⼿続きを

するときに『⽇本語教室マップ＆リスト』を⼀緒に配布してもらえたり、ホーム

ページですぐに⾒ることができたり、教室の情報が簡単に⼿に⼊るようにしても

らいたいです。 

・プロが教える⽇本語学校は、費⽤が⾼いです。１年に 100 万円程度かかります

し、交通費もかかります。ボランティアの教室は費⽤の負担が少ないのでとても

助かります。 

・ボランティアによる教室は、決して質が低いとは思いません。ボランティア⾃⾝

が努⼒するかどうかが問題だと思います。企業の転勤などで来⽇する（特に欧⽶

の）⼈たちは数年で帰国するため、⽇本語を勉強するつもりがないと感じます。 

・ランゲージ・エクスチェンジ（⾔語交換）はいい取り組みだと思います。⽇常会

話の習得であれば、⾔語を教えあうランゲージ・エクスチェンジはとても効果的

です。⽇本語能⼒試験の受験など、より⾼いレベルを⽬指すのであれば、プロに

指導してもらうべきです。 

・私はボランティアの⽇本語教室へ通って N１に合格しました。ボランティアでも

いい先⽣はたくさんいます。質が悪いということはありません。 
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・⽇本語ができないと職場でいじめにあったり、仕事でも苦労したりします。ニュ

ーカマーの働いている⼈たちや⼦育てをしているお⺟さんたちも、⽇本語を学び

たいと思っています。 

・⽇本語を学びたい⼈に『⽇本語教室マップ＆リスト』を提供してほしいです。役

所には、もっと⽇本語学習の情報を伝えることをしてほしいです。 

・韓国では、外国⼈は韓国語を勉強しなければならないと政府が⾔っていて、その

ための韓国語学習サービスがいろいろあります。例えば産後の⺟親を対象にして

いる場合、語学教師がその⼈の⾃宅を訪問して、⾃宅で韓国語を教えます。 

・アメリカでは、外国⼈の社会⼈を対象にした⽂化センターがあり、そこでは⽣け

花のような教室もあれば、英語を学ぶこともできます。⽇本にもそのような外国

⼈が学べる⽂化センターがあればいいと思います。 

・企業の⽇本語学習に対する協⼒を求めたいです。例えば、勤務時間内に⽇本語学

習ができる場を提供したり、⽇本語教師を招いて勤務後に社内で⽇本語教室を開

催したりするといいと思います。 

・企業が⽇本語習得を従業員によびかけて、⽇本語能⼒試験（JLPT）に合格した⼈

にボーナスを出したり、給料を上げたり、昇格させたりする制度をつくると、⽇

本語習得のモチベーションがあがります。従業員の⽇本語⼒があがることは、企

業にとっても⼤きなメリットがあると思います。 

・上の２点のような企業の⽇本語学習に対する理解や協⼒を求めたり、⽇本語習得

を企業内で制度化していくことを呼びかけるのは、個⼈ではできません。役所が

その役割を担ってくれるといいと思います。 

以上 
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（３）参加者アンケート 

１ 今⽇のワークショップで⾔えなかったこと、⾔い⾜りなかったこと 

・地域の⽇本⼈も⼀緒に参加できるといいと思います。 

・⼗分に話せました。 

・⽇本語学習に関して、いろいろなニーズをもつ⼈がいると思うので、すべて満⾜

させるのは難しいけれど、もう少しバリエーションを増やせればいいなと思いま

す。 

・相互理解に関して気楽に参加できるカジュアルな場が⼤事だと思います。 

・職員やスタッフの⽇本語が早くて聞き取れない⼈がいたと思います。 

・ボランティアの⽇本語教室が悪いのではなく、会社や役所がボランティアに頼り

すぎていると思います。 

 

２ その他（意⾒、質問等） 

・温かい雰囲気のワークショップです。 

・とてもいい機会でした。今後も参加したいと思います。 

・様々な外国⼈の⽅のご意⾒を伺うことができ、参考になりました。 

・参加者同⼠が知り合える時間があればよかったと思います。 

・今後も同じような機会がありますか︖ 

・いいコミュニケーションができてよかったです。 

・グループに分かれてやったのはいいですが、すべてのグループを回れるほうがよ

かったです。 

・こういったワークショップに、ぜひ中区役所の偉い⽅々にも来ていただきたいで

す︕ 

・外国⼈コミュニティの⽅々に、区役所からイベント等を伝えてください。 
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・外国⼈コミュニティの中で、いろいろな楽しいイベント（ゲームやクイズなど）

をやればいいと思います。 

・（中区で暮らす）外国⼈のための⽇本語学習の本があったら嬉しいです。 

・楽しく話すことができました。 

・グループに参加していた職員の⽅に「⾏政に全てを求めてはいけない」と⾔われ

た時点で、「あまり聞いてくれていないなぁ」と思いました。 

・テーブルファシリテーターの明るい司会で楽しく過ごせました。 

・ここでの意⾒をぜひ（今後の取り組みの）参考にしてください。 

 

 

 

以上 
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第４回 みんなで改善策を考えよう︕ 

（１）概要 

【⽇ 時】平成 31 年 3 ⽉ 18 ⽇（⽉）19:00〜20:45 

【参加者】外国⼈︓12 か国、14 名  ⽇本⼈︓17 名 

【進 ⾏】 

メイン ⼟井 佳彦（NPO 法⼈多⽂化共⽣リソースセンター東海） 

サ ブ 神⽥すみれ（愛知県⽴⼤学） 

⾼⽊ 祐⼦（多⽂化共⽣サポート Adagio） 

牧野佳奈⼦（⼀般社団法⼈ DiVE.tv） 

⻑尾 晴⾹（Viva おかざき︕︕） 

【Topics】①偏⾒や思い込みをなくし、お互いを受け⼊れるためには 

     ②⽇本⼈住⺠と外国⼈住⺠が顔の⾒える関係をつくるためには 

     ③ごみの分別や交通ルールがわからなくて困っている外国⼈住⺠をなく

すには 

     ④防災訓練など地域活動に参加してもらうには 
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（２）意⾒まとめ 

Topic ①偏⾒や思い込みをなくし、お互いを受け⼊れるためには 

・偏⾒や思い込みは、意識レベルの問題です。法律や社会のしくみを改善しても、

⼀般市⺠の意識を変えるに⾄るのは難しいです。 

・⼈によって「偏⾒」の定義や認識が違います。それは偏⾒だと思う⼈もいれば、

思わない⼈もいます。 

・受け⽌め⽅によっても変わります。偏⾒の⽬で⾒られた経験をバネにがんばれる

⼈もいます。 

・30 年前は偏⾒どころか、外国⼈（アジア⼈）は当たり前のように虐げられていま

した。今もヘイトスピーチはあるし、欧⽶でも排他主義者が増えています。偏⾒

はなくならないと思うので、なくしたいと思うのではなく、そうした⼈とは付き

合わないようにしています。 

・偏⾒はなくならないかもしれませんが、減らす努⼒はしたほうがいいです。その

ためには、「何が思い込みに相当するのか」、「なぜ思い込みはダメなのか」、

「なぜ思い込みが発⽣するのか」を明確にしたほうがいいと思います。 

◆どんな偏⾒があるのか 

・欧⽶出⾝か、アジア出⾝かによって違います。アジア⼈は明らかに偏⾒の⽬で⾒

られます。 

・欧⽶出⾝の中でも、男性と⼥性では違います。男性は⼥性より在留資格がとりや

すいです。 

・偏⾒には肯定的なものと否定的なものがあります。肯定的なものは「外国⼈（欧

⽶系）はかっこいい」、「フランス⼈はオシャレ」、「⽇本語が上⼿ですね（外

国⼈はみんな⽇本語が話せないという思い込み）」など。 

・肯定的な内容の思い込みでも、⾔われた⼈が嬉しいとは限りません。偏⾒が相⼿

にどう影響するか（受け取った⼈がどのような感情を抱くか）は、偏⾒の種類と

は無関係です。 
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・外国⼈だから許されることもあります（「ガイジンスマッシュ」と呼ばれる）。

フランス⼈はオシャレだから⽩⿊スーツを着なくても許される、など。 

・マスコミ等に「外国⼈っぽさ」を無理やり求められます。 

・「外国⼈だからわかるわけがない」と思われます。 

◆解決策 

・そもそも「外国⼈」とカテゴライズすることに問題があると思います。⾔葉が思

考をつくるからです。カテゴリーに分けることによって、イメージを押し付けや

すくなります。そのイメージは、個⼈に焦点を当てれば当てはまらないことも多

いはずです。（たとえば「中国⼈はうるさい」≠「中国⽣まれの◯さんはうるさ

い」など） 

・アメリカでは、Foreigner は否定的なニュアンスです。強いて⾔うなら、Non-

native residents。しかし、ネーミングを変えればよいという問題ではありませ

ん。「外国⼈」を「外国出⾝者」などと⾔い換えたとしても、根本的な問題は変

わらないと思います。 

・カテゴライズしたがるのは⽇本⼈の特性ではないでしょうか。⽇本⼈同⼠でも

「関⻄の⼈はおもしろい」、「◯◯党の⼈は XX」などイメージで語ることが多い

と思います。 

・カテゴライズするのは、メリットもあるのではないかと思います。同じカテゴリ

ー（出⾝地など）の⼈が親近感を覚えてすぐに仲良くなれたり、カテゴリーの違

いを話題にできたり。そのこと⾃体が問題なのではなく、何が偏⾒かを知ってい

ることが⼤事だと思います。 

・個⼈同⼠の関係（交流）を増やすことも⼤事です。 

・今後、⽇本は海外からの移住者が必要になります。それを柔軟に受け⼊れるしか

ありません。外国⼈と共⽣することが、⽇本⼈にとってもメリットが⼤きいとい

うことを⽰していくと良いと思います。 
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Topic ②⽇本⼈住⺠と外国⼈住⺠が、顔の⾒える関係をつくるためには 

・フィリピンの⼈たちはコミュニティがあるので、代表の⼈と話をして、イベント

にきてもらうことができます。でも、代表の⼈とは話ができますが、この地域に

暮らすフィリピン⼈ 1 ⼈ 1 ⼈と話しをすることはできてはいません。また、フィ

リピン⼈以外の国の⼈たちはコミュニティがないので、つながることが難しいと

感じています。 

・イベントには、いろいろな国の⼈たちがきます。夏祭りのときには、⽼松学区の

⼥性会の⼈たちが浴⾐を持ってきてくれて、外国⼈のみなさんに浴⾐を着てもら

い、⼀緒に盆踊りを踊って盛り上がりました。 

・地域に住んでいる⼈たちがイベントに参加すると、1 ⼈ 1 ⼈の顔を覚えることが

できます。でも、住んでいる⼈たちにイベントを知ってもらうことはなかなか難

しいと感じます。それは⽇本⼈でも同じです。 

・フィリピンコミュニティの他にもいろいろな国のコミュニティがあります。ネパ

ール⼈コミュニティもあります。ネパールにはたくさんの⺠族があり、⾔葉も⾷

べ物も異なります。私たちは、⽇本⼈に⾃分の国のことを知ってもらいたいとい

う想いから、まずは⾃分たちがネパールのいろいろな⾔葉や⾷べ物を知ろうと考

えてそのようなイベントを開催しています。 

・ネパール⼈コミュニティは、同じ地域に住んでいるネパール⼈ではなく、住んで

いる地域が異なっていても、SNS（facebook 等）を通じて繋がっています。そし

て、イベントの時にみんなで集まります。ネパール⼈だけではなく、⽇本⼈も⼀

緒に活動しています。コミュニティメンバーのネパール⼈が、同じ職場で働く⽇

本⼈に声をかける等して、つながりが広がっています。 

・5 ⽉ 19 ⽇には中区役所でネパールのイベントを開催します。6 ⽉ 15・16 ⽇は久

屋⼤通りでネパールフェスティバル、8 ⽉には⼤須でネパール料理のイベントを

開催します。皆さんに来ていただけたら嬉しいです。 

・⽇本語学校の学⽣をたくさんみかけます。たくさんの学⽣が、学校からアルバイ

トへ移動しているのを⾒かけますが、地域で暮らしている姿がみえません。⽇本

語学校の協⼒が得られればもっとつながることができるのではないでしょうか。 
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・町内の公園で毎年バーベキューをやります。誰でもウェルカムなのですが、⽇本

⼈に呼び掛けてきてもらうだけでも精いっぱいな状況です。外国の⼈たちに声を

かけるのは難しいと感じています。外国のみなさんは⽇本語がとても上⼿なの

で、⾔葉が問題なのではありません。どうやって声をかけていいのかがわからな

いのです。 

・中区に暮らす外国の⼈たちはごみの分別がとても上⼿です。きちんと資源回収の

時にリサイクルのごみを出してくださり、資源回収は町内会の収益にもなり、と

てもありがたいです。 

・町内会費の徴収をマンションの管理会社に任せるのではなく、町内会で徴収すれ

ば顔の⾒える関係ができるのではないでしょうか。 

・同じ地域に暮らしていても会うことがない、コミュニケーションを取る⽅法、き

っかけがないことが問題だと思います。 

・外国⼈はいろいろな背景の⼈がいて、よく引っ越しをします。 

・同じマンションに住んでいる⼈とはよく挨拶をします。同じ階に暮らす⼈たちは

全員知っていますが、挨拶以上の関係はありません。どこの国の⼈ですか︖と

か、ナンやカレーを⾷べたことがありますよ、今度⼀緒にご飯を⾷べましょう、

と声をかけてくれる⼈もいます。 

・同じ階の⼈たちと⼀緒に⾷事をするイベントをやってはどうかと思いついたこと

があります。⼿紙をポストに⼊れて誘ってみようかと考えました。 

・同じ地域に暮らす⼀⼈ひとりがつながることは難しいですが、コミュニティ同⼠

がつながることは可能だと思います。 

・外国⼈、⽇本⼈、⾼齢者、⼦ども、といろいろな住⺠がいる中で、それぞれがつ

ながり、顔の⾒える関係になるのは簡単ではありません。外国⼈と⽇本⼈だから

つながるのが難しいのではないと思います。⼦どもにも、声をかけられても返事

をしてはいけないという教育をしていることからもわかるように、住⺠同⼠がつ

ながりにくい地域になってきています。 
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・回覧板をやさしい⽇本語にして、⽇本⼈も外国⼈も読めるようにするのはどうで

しょうか。 

・外国の⼈をみると、⾔葉がわからない、⽂化がわからない、とかかわらないよう

にしてしまう⼈が多いような気がします。⾏政が、中区に暮らす⽇本⼈にもっと

いろいろな国の⽂化を知ってもらう機会を増やすといいと思います。 

・外国⼈も⽇本⼈も、地域に住んでいる⼈たちが皆「やさしい⽇本語」がはなせる

ようにするといいと思います。そうすることでコミュニケーションの機会が増え

て、お互いが理解できるようになっていくと思います。 

・外国⼈が参加しやすいイベントを増やしてお互いが会う機会を増やすといいと思

います。 

・外国⼈にイベントに来てもらうにはどうしたらいいでしょうか。 

・まず、⽇本の⼈が外国⼈が主催するイベントに来てもらえるといいと思います。

そこで⽇本⼈が主催するイベントの宣伝をしたり、国の⽂化を知ることができま

す。また、国によってカレンダーが異なり、⾏事も異なります。どこの国のお正

⽉がいつあるのか、等⽇本⼈がもっと知っているとイベントを開催したり、連携

したりしやすくなると思います。 

・外国⼈も⽇本⼈も、お互いに知らないコミュニティのイベントに出かけて⾏って

参加するのはハードルが⾼いと感じます。お互いのイベントに参加しやすくする

ような橋渡しの役割を担う⼈がいるといいと思います。その橋渡しの役割を⾏

政・中区役所が担うといいのではないでしょうか。 
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Topic ③ごみの分別や交通ルールがわからなくて困っている  外国⼈

住⺠をなくすには 

◆⾃転⾞のルール、マナーを周知するには 

・⼦どもだけでなく、⼤⼈にも交通教室を開いたらいいと思います。 

・警察の出張講座があればいいのではないでしょうか。 

・愛知県警には通訳もいるとのことなので、通訳を交えて話をすることで理解が深

まると思います。 

・愛知県警に相談すれば、外国⼈が集まる場所で説明会を⾏ってもらうことはでき

ると思います。 

◆⽇本⼈も含めてルールを守るには 

・警察の取り締まりや注意があまいと思います。ルール違反をした場合の罰則や取

り締まりを厳しくするべきだと思います。 

◆いらなくなった⾃転⾞はどうしたらいいのでしょう 

・リサイクル取り扱いマークのある販売店に持っていく もしくは 粗⼤ごみに出すこ

とになっていますが、⽇本⼈にも知られていません。周知⽅法を考えるべきだと

思います。 

◆ごみの分別について 

・分別が間違っていたときに「ちがいます」しか⾔ってもらえないので、なにが違

うのかわかりません。その場で次の説明をすることが必要だと思います。 

・ごみ分別アプリが８⾔語対応になっています。このアプリの周知、活⽤をしてく

ださい。 

・区内で引っ越しをした場合に収集⽇が変わることがありますが、ガイドは配布さ

れません。収集場所にガイド(概要版)を貼っておくとわかりやすいのではないで

しょうか。 



48 

・粗⼤ごみを出すときの事前申し込みは⽇本語があまり話せない外国⼈には難しい

です。国際センターの３者通話システムを活⽤しての電話対応をしてください。 

・ごみ分別のない国からきた⼈には、なぜごみを分別しなければいけないのかがわ

かりません。ごみ分別の必要性を勉強する機会があるといいと思います。 

 

 

 

  



49 

Topic ④防災訓練など地域活動に参加してもらうには 

・池⽥公園で毎年、防災訓練を実施しています。連絡のとれる外国⼈住⺠が来てい

ます。学校、専⾨学校にも案内しています（学校側が通訳をつけてくれます）。 

・説明ではなく、体験的な企画を⼊れています（起震⾞、⽔害でドアがあかなくな

る体験など）。 

・地域柄、⽇本⼈も外国⼈もお店を経営している⼈が多いので、10 ⽉の第１⾦曜⽇

の 15 時からにして参加しやすい⽇程にしています（全体で 400〜500 ⼈、外国

⼈も 50〜100 ⼈が参加しています）。 

・外国⼈住⺠との接点がありません。⼈数はわかりますが、どこに誰が住んでいる

かわかりません。 

・⼦どもを通じて参加を促すことができそうです。 

・回覧板は全部⽇本語で、量も多くて読む気になりません。朝から夜まで仕事で、

近所も知らない⼈ばかりです（外国⼈側から⽇本⼈とつながりを持つことにはハ

ードルがあります）。 

・防災に関⼼のない⼈もいます。楽しいイベントと組合せたり、防災グッズのプレ

ゼントを⽤意するのもいいと思います。 

・朝の企画は参加が難しい⼈もいます。お昼以降など参加しやすい時間の設定も必

要です。 

・⾷べ物があると参加する⼈がいます。炊き出しなどで⾷べ物を出すのがいいと思

います。 

・外国⼈向けのお知らせがないと、やっているのがわかっていても参加していいの

かがわかりません。 

・「外国⼈も参加してね」とチラシに記載するなど、歓迎していることを伝えるよ

うにするといいと思います。 

・訓練をやっても、多⾔語対応は⾃治会ではできません。 
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・⾔葉だけがコミュニケーションじゃありませんし、「やさしい⽇本語」で伝える

のもいいと思います。 

・名古屋国際センターの通訳ボランティアを活⽤するなど、無理のない体制でやる

ことが⼤切だと思います。 

・栄東まちづくりの会では、ホームページを多⾔語対応しています（英語、中国

語、タガログ語、韓国語）。 

・転⼊の際のウェルカムキットの中で、⾃治会の取組や防災について紹介するべき

だと思います。 

・（池⽥公園で）中国⼈による朝市がはじまって、今までなかった中国⼈コミュニ

ティとのつながりができました。 

・防災以外のイベント、つながりを上⼿に活⽤することが⼤事です。 

・夜のパトロールをする中でつながる⼈もいます。防災のイベントも⼀緒に PR する

といいと思います。 

・中区に住んでいない⼈も、働いていれば被災する可能性があります。広く情報提

供をすることが⼤事だと思います。 

・地域だけで防災訓練をやる事にこだわらないのも⼤切だと思います（栄では３学

区が協⼒して開催している）。 

・隣の地域の防災訓練の情報提供もあると、参加できる⼈がいると思います。『広

報なごや』に載っているけれど、⽇本語なので外国⼈はわからない可能性が⾼い

です。 

・ネパールやパキスタンの⼈も増えていて、⾔語対応が難しいです（ポルトガル語

は通訳がいる）。 

・テレビ電話で名古屋国際センターの通訳を活⽤するのもいいと思います。 

・中区にもテレビ電話の機材はありますが、外に持ち出せません。災害時にも活⽤

できる準備をしてほしいと思います。 

・外国⼈も防災や地域の活動に企画から⼀緒にできるといいと思います。 
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（３）参加者アンケート 

１ 今回のワークショップで気づいたこと発⾒したことがあればお書きください。 

【外国⼈参加者】 

・頭とこれまでの経験を整理するきっかけになってとてもよかったと思います。ま

た、⾔葉の⼒・⼤切さを改めて実感しました。 

・ゴミ分別の話は役に⽴ちました。⾃転⾞のルールも初めて聞きました。これから

も、こういう機会が増えるといいなと思います。 

・名古屋のゴミの分別がよくわかりました。 

・ゴミの分別がよくわかりました。 

・区役所・外国⼈・区⺠と、みんなが参加したことがよかったと思います。でもや

っぱり、区役所のもっとエライ⼈や、例えばゴミの話なら環境関係部署の職員が

参加しなければいけないと思います。 

・とりあげられたテーマは、どれも⽇本⼈参加者にとっても外国⼈参加者にとって

も学びの多いものだったと思います。 

・時間が短すぎます。すべてのトピックについて、全体で 1,2 時間は話し合う必要

があると思います。 

・ （話し合いの時）つい早⼝になってしまい、反省です。 

 

【⽇本⼈参加者】 

・多⽂化共⽣の現状を知ることができて⼤変勉強になりました。 

・外国⼈の⽣の声が聞けてよかったです。 

・外国⼈のみなさん、⽇本語が上⼿でした。最後に話をされた外国⼈⼥性の⾔われ

た事、「多くの働きに来ている⼈が、悩みが多い。⾃分たちは⽇本に住みたくて

来ているが、悩んでいるのは働きに来た⼈」というのに、なるほどと思いまし

た。 
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・こういう場に来ない外国⼈・⽇本⼈がいる（多い）こと、そして「困っている

⼈・困った⼈」はその中に多いことを前提として考える必要があると思います。 

・やはり⽇本⼈だけで考えないことが課題解決に不可⽋だと思いました。もっと話

したい⽅がたくさんできました。 

・継続は⼒なり、ですね。 

・ゴミの分別は近隣の迷惑になるので、トラブル対応として課題になりますが、⾃

転⾞のルールや⼿続きは、まだ個⼈の意識・モラルの範囲であるので、周知への

取り組みが及んでいないのが現状だと思います（実は、交通事故の加害者になる

⼈が増えています）。 

・環境局や緑政⼟⽊、警察等、各局で様々な取り組みや周知を⾏なっていますが、

それをいかに伝えていくかがすべての課題に共通することだと思います。 

・話すことが第⼀。とにかく知ること、話すことが⼤事だと思います。 

・外国⼈とコミュニケーションを取るのではなく、⼈と⼈とのコミュニケーション

です。⽂化と⾔葉は違っても、思いは同じです。 

・初めて参加しました。積極的に交流に取り組んでいる⽅々がいらっしゃると思い

ました。 

・「顔の⾒える関係」を作るのは⼤変難しいと思いました。社会が他⼈との関わり

を必要としないで暮らせる傾向にあり、⽇本⼈同⼠でさえお互いの顔が⾒えない

中で、どうやって外国の⼈と繋がるのか、とても難しいです。災害などが起きれ

ば、お互いを知らないことで混乱はさらに⼤きくなります。平常時からお互いを

知るための⽅法を⾝近なところから考えていきます。 

・町内会の関係者の⽅々とこうしたテーマで話し合う機会がなかなかないので、よ

かったです。 
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２ これまでのワークショップを通して、特に良かった点、構成や他の参加者の発

⾔で印象に残っているものがあればお書きください。 

【外国⼈参加者】 

・たくさん勉強になりました。いい友達もできました。 

・いろいろな⼈と話ができてよかったです。 

・１回だけの参加でしたが⾃転⾞とゴミのことを勉強できてよかったです。 

・２回しか参加していませんが、⾊々と印象に残っています。すばらしいワークシ

ョップでした。 

・地元の⽅々（⽇本⼈）と外国⼈とのつながりにおいて、⾮常によいきっかけにな

ったと思います。 

・常に新しい⼈を巻き込みながら、続けていく必要があると思います。 

・これだけ参加者が集まることは、すごいことだと思います。 

 

【⽇本⼈参加者】 

・外国⼈の⽅が積極的に話されていて、活発な議論がなされたと思います。 

・最後に発⾔された⽅の「和」の部分が、その通りだなと思いました。 

・このワークショップに参加している⼈たちは、優しい⼈が多いです。 

・最後に発⾔された外国⼈⼥性の「本当に悩んでいる外国⼈は、ここに来ていない

⼈だ」ということが印象に残りました。 

・「⾔葉が通じない⽅が拒否（︖）」をどのように取り組むかです。 

・以前にも多⽂化共⽣（区役所主導）がありましたが、今回は⼤変中味が濃く、参

考になりました。このような機会を今後も作ってほしいです。 

・⽇本を愛してくれる外国⼈の⽅が、⽇本⼈以上に⽇本を愛してくれていますね。 

・「和」、「外国⼈という⾔葉を使わない」、というのがよかったです。 
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３ その他、ご意⾒・ご質問があればご⾃由にお書きください。 

【外国⼈参加者】 

・「サハシ・ネパーリ」（ネパール⼈コミュニティ）の活動から、多くの⼈にネパ

ールの⽂化等について知っていただきたきたいので、いろいろなイベントをやり

たいと思っています。その際、中区役所から外国⼈へのお知らせ等があれば、イ

ベントに参加して、紹介していただけませんか。 

・来⽇したばかりの⼈たちに向けて、ゴミの分別の仕⽅や⽇本の法律等について説

明したいので、協⼒していただけると嬉しいです。 

・中区役所がネパール⼈に向けて情報提供等する際には、通訳等で協⼒することが

できますのでご連絡ください。 

・このワークショップでいろいろなことを教えていただきました。本当に楽しかっ

たです。ありがとうございました。 

 

【⽇本⼈参加者】 

・参加させていただき、ありがとうございました。（３） 

 

以上	
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３ まとめ 

	

本ワークショップは、昨年度に実施された同様の取り組みを受けて企画・開催さ

れたものである。昨年度は１回限りの開催であったが、今年度は⽉に 1,2 回、計 4

回の連続講座とし、第１〜３回は外国⼈住⺠から現状における課題等について意⾒

を募り、第 4 回には⽇本⼈住⺠も交えてその改善策を探った。 

 第 3 回までを外国⼈住⺠のみで⾏ない、参加者は定員（各回 16 名）の範囲内で

継続・新規参加のいずれも可能としたことで、多様で率直な意⾒を聞くことができ

た。⼀⽅、参加者アンケートでは「⽇本⼈とも⼀緒に話し合う機会も必要」との声

が寄せられていた。これについては、第 3 回と第 4 回の間（3 ⽉ 14 ⽇）に開催さ

れた「平成 30 年度コミュニティ交流会」（中区役所主催）において、⽇本⼈住⺠か

らも同様に「外国⼈と共に地域の課題解決に向けて話し合っていきたい」という意

⾒が多く聞かれた。そうした経緯もあり、当初から予定していた、⽇本⼈住⺠と外

国⼈住⺠が共に地域課題の改善策について考える第 4 回は、⾮常に活発な議論が⾏

われ、和やかな雰囲気の中にも具体的かつ忌憚のない意⾒が交わされ、改善策の実

施にあたり住⺠間での連携・協働に向けた提案が出されるまでに⾄った。 

 「地域の課題に国籍は関係ない。⽇本⼈でも外国⼈でも、きちんとしている⼈も

いれば、そうでない⼈もいる」という意⾒には、多くの⼈が共感し、実際その通り

であろう。ただし、課題の発⽣要因には、⽇本語の壁や⽂化・習慣の違いなど、少

なからず外国⼈に特有のもの・特徴付けられるものがあることもワークショップの

中で多数指摘された。「◯◯⼈は・・・」と偏⾒をもつことはもちろん、安易なカ

テゴライズは住⺠間にマイナスな影響を及ぼすが、課題発⽣の背景を公正な視点で

丁寧に探り、その改善策の検討に際しても⾔語的・⽂化的な配慮を加えることは重

要である。 

 今後も継続的に率直な意⾒交換や情報共有の場をもつことで、課題の早期発⾒早

期解決やトラブル発⽣防⽌だけでなく、安全・安⼼な地域づくりに不可⽋な「顔の

⾒える関係」づくりが進むことを期待したい。	
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４ 資料等	

	

第 1 回 スケジュール（スタッフ⽤） 

 

第 2 回 スケジュール（スタッフ⽤） 

 

第 3 回 スケジュール（スタッフ⽤） 

 

第 4 回 スケジュール（スタッフ⽤） 

 

第１〜4 回 参加者⼀覧（スタッフ⽤）	
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第 1回 スケジュール（スタッフ⽤） 

	

時間 内容 担当 

18:00 スタッフ集合、会場設営、資料準備等 
 

18:30 受付 ⽯川 

19:00 開会、主催者挨拶 

趣旨説明、進⾏役紹介 

萩野下 

尾上 

19:10 

  

ワークショップ 

・参加者⾃⼰紹介 

⼟井 

19:15 テーマ① 外国⼈住⺠への⾏政サービスの向上について 

・サブトピックと現状・課題説明 

尾上 

19:25  ・グループ移動  

⼟井 19:27  ・グループディスカッション① 

19:50  ・グループチェンジ 

19:52  ・グループディスカッション② 

20:15  ・全体共有 ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｼﾘ 

20:30 主催者コメント、アンケート記⼊ 尾上 

20:45 閉会、⽚付け 
 

21:00 撤収 
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第２回 スケジュール（スタッフ⽤） 

	

時間 内容 担当 

18:00 スタッフ集合、会場設営、資料準備等 
 

18:30 受付 ⽯川 

19:00 開会、主催者挨拶 

趣旨説明、進⾏役紹介 

尾上 

19:10 

  

ワークショップ 

・参加者⾃⼰紹介 

⼟井 

19:15 テーマ② ⽇本の制度・ルールについて 

・サブトピックと現状・課題説明 

尾上 

19:25  ・グループ移動  

⼟井 19:27  ・グループディスカッション① 

19:50  ・グループチェンジ 

19:52  ・グループディスカッション② 

20:15  ・全体共有 ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｼﾘ 

20:30 主催者コメント、アンケート記⼊ 尾上 

20:45 閉会、⽚付け 
 

21:00 撤収 
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第３回 スケジュール（スタッフ⽤） 

	

時間 内容 担当 

18:00 スタッフ集合、会場設営、資料準備等 
 

18:30 受付 ⽯川 

19:00 開会、主催者挨拶 

趣旨説明、進⾏役紹介 

尾上 

19:10 

  

ワークショップ 

・参加者⾃⼰紹介 

⼟井 

19:15 テーマ② 私たちが話したいこと・聞きたいこと 

・サブトピックと現状・課題説明 

尾上 

19:25  ・グループ移動  

⼟井 19:27  ・グループディスカッション① 

19:50  ・グループチェンジ 

19:52  ・グループディスカッション② 

20:15  ・全体共有 ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｼﾘ 

20:30 主催者コメント、アンケート記⼊ 尾上 

20:45 閉会、⽚付け 
 

21:00 撤収 
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第４回 スケジュール（スタッフ⽤） 

	

時間 内容 担当 

18:00 スタッフ集合、会場設営、資料準備等 
 

18:30 受付 ⽯川 

19:00 開会、主催者挨拶 

趣旨説明、進⾏役紹介 

⽉東 

尾上 

19:10 

  

ワークショップ 

・参加者⾃⼰紹介 

⼟井 

19:15 テーマ④  みんなで改善策を考えよう︕ 

・サブトピックと現状・課題説明 

尾上 

19:27  ・グループ移動 ⼟井 

19:30  ・グループディスカッション 

20:15  ・全体共有 ﾃｰﾌﾞﾙﾌｧｼﾘ 

20:30 主催者コメント、アンケート記⼊ 尾上 

20:45 閉会、⽚付け 
 

21:00 撤収 
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第１〜4 回 参加者⼀覧（スタッフ⽤）	
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